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サンタは、今どこ？ 

コロラド州・北アメリカ航空宇宙防衛司令部（NORAD）がサンタ追跡ウェブサイトを開設

～クリスマス・イブのサンタの行方を WEB で実況追跡～ 

 
コロラド州、コロラド・スプリングスのピーターソン空軍基地に司令部を置く、北アメリカ航空宇宙防

衛司令部（NORAD, North American Aerospace Defense Command、通称ノーラド）は、毎年恒例となって

いるサンタ追跡ウェブサイトを 12 月より開設しました。クリスマス・イブにレーダー、人工衛星、サン

タ カメラ、ジェット戦闘機の 4 つの最新鋭システムでサンタを追跡、ウェブを通じてその模様を公開し

ているこのウェブサイトは、現在、英語と日本語の他、中国、ドイツ、フランス、イタリア、スペインの

各国語で提供されており、サンタに関する疑問やストーリーの他、パズルなどがアップしています。 

（日本語：http://www.noradsanta.org/jp/home.html） 

 

このウェブ開設のきっかけは 1955 年、地元紙の『サンタ・ホットライン』に、NORAD の前身にあたる

中央防衛空軍基地(CONAD)ホットラインの番号が誤って掲載され、子どもの電話を受けた司令官が機転を

きかせて「サンタは北極点から南に向かったらしい」と答えた事で、以後、毎年サンタの追跡が行なわれ

るようになりました。1958 年に設立された NORAD が引き継いで今年 53 回目となります。NORAD 職員とそ

の家族や友人のボランティアによる運営で、毎年クリスマス・イブには子供たちから寄せられる数百通の

電話やメールへの個別対応に追われています。 

 

NORAD は、1998 年からは、毎年クリスマス・イブの夜中にサンタクロースの出発を「偵察衛星」で確

認し、その飛行を衛星や 47 ヵ所の レーダーサイトを駆使し、赤鼻のトナカイ『ルドルフ』の鼻の熱源を

目標に「レーダーで追跡」しています。司令部は「長年の経験で、サンタがイブに訪れる場所は大体見当

がついている」と語り、今年はアリューシャン列島から、モスクワ、アテネ、シアトル、ハワイなど 25

ヵ所の「中継」される予定です。 
 
  

3 コロラド州について 
コロラド州は米国の中でもアメリカ開拓の歴史を色濃く残す州です。年間晴天率 300 日を誇り、3 千メートル級の山々が連なる

ロッキー山脈国立公園をはじめとする４つの国立公園を擁しており、恵まれた自然の中、冬はスキー、夏はリゾートと米国内外

から観光客で賑わっています。又コロラドはトレッキングやハイキングなどアウトドアやスポーツ愛好家にファンが多く、人と

自然の距離を縮める、不思議な力のあるデスティネーションです。 
 
 
 

～ 当リリースに関するお問合わせ先 ～ 

コロラド州観光局 日本事務所（アビアレップス・マーケティング・ガーデン株式会社内） 

担当: 米田、古山  TEL: 03-3225-0008 / FAX: 03-5363-1118 
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